Le monde de l’imagerie populaire by 中谷 拓士 & Hiroshi Nakatani
ヨーロッパ各国に民衆版画なるものが存在し､ 当然フランスにもあるが､
日本ではほとんど研究されていない｡ フランスの研究分野では ｢イマジュリ・












らである｡ とりわけ､ いち早くナポレオンⅠ世を題材を取り上げて､ 民衆版
画の世界を席巻した｡ 19世紀には､ すでに生産部門と商業部門の分業が確立
していた｡ そういうわけで､ エピナル版画という言葉が､ 民衆版画の代名詞
となったのである｡ その結果､ 通俗的､ 庶民的､ 広く流布した安価な版画､
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民衆版画はもともと修道僧による木版画 (xylographie) から始まる｡ 陽刻
つまり凸版で､ 図を浮き彫りのように残すものである｡ 初期はもちろんモノ
クロだが､ 後に彩色されたものも出てくる｡ といっても､ 浮世絵のように色
の数だけ版木をつくるといった高度なものではなく､ 基本的には１枚の板で
仕上げる｡ ただ､ 版木が１枚だと､ 多色刷りができない｡ そこで､ 白黒で刷っ
たものに､ 色を施す部分だけを切り抜いた紙を当て､ 上から刷毛で色を塗っ
た｡ そうすれば､ 版木に合わせて切り抜いた紙を揃えればいいだけで､ 板は





んでいる｡ 通俗とみなされるのは､ 社会階層の低い人々の作品であり､ 基本
的に制作者が匿名だからでもある｡ 他方､ この語と対になるのは savantで
ある｡ これは名詞だと ｢学 (識) 者・専門家｣ を指し､ 形容詞になると ｢あ
る事に精通している・巧みな｣ 等を意味する｡ 図像レベルで言えば､ ｢芸術
的な｣ が対応する｡ これら二語をからめて大まかに定義するとすれば､














した版画 (images ) の職人的な制作物､ ということになろうか｣ と､
慎重な物言いをしている (Mistrel, 1961, p. 8)｡
たしかに､ 民衆版画には､ 芸術的な絵には存在しないテーマが多いが､ と
きには有名な絵画の構図をそのまま借用する場合もある｡ シャルトルの版画









てきている｡ ただ､ 重要なのは起源よりも受容にある｡ たとえ歌や踊りや衣
・・・・・・・
装の起源が宮廷にあったとしても､ 重要なのは､ それらの民衆による受容の














開のもの｣ であり､ 美術史の用語では､ これはルネサンス以前のものを指す｡
イタリアからルネサンスの潮流がフランスに伝わるのは1500年代で､ レオナ
ルド・ダ・ヴィンチをフランスに呼びよせたことでも有名なフランソワⅠ世
の時代である｡ いちおうルネサンスを (議論はあろうが) 近代の始まりとす
ると､ 民衆版画はそのルネサンス ｢以前｣､ つまり近代以前の特徴をもつ､
まだ中世の名残りを多くとどめた図柄ということになる｡ 問題は､ そうした
中世の名残りが､ 何百年も生き延びて行ったことである｡
では､ 具体的に､ いつ頃から民衆版画は作られるようになったのか､ その
目的はそもそも何であったのか｡ 始まりは1400年頃 (つまり15世紀前後) と
されている｡ この年代は､ どんなに新しい資料が出てきても､ 50年以上遡る
とことはできない年代である｡ というのも､ 版画である限り紙に刷られるの
が普通であり､ その紙の製法自体､ フランスに入ってくるのが､ 1400年のす
こし前でしかないからである｡
ちなみに､ 製紙法が中国で発明されたアジアでは､ すでに 9～10世紀に版
画と呼びうるものが存在した｡ 現存するもので､ 制作年代がはっきりしてい
る世界最古の印刷物は､ 今のところ法隆寺の ｢百万塔陀羅尼経｣ ということ





要した｡ 唐とイスラム帝国によるタラス河畔の戦い (751年) で､ イスラム
側の捕虜になった中国人から､ アラブ世界､ アフリカ､ ついでヨーロッパへ
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と広まったと言われている｡ おそらくはモロッコ経由で､ 12世紀の初めにス
ペインへ､ その後200年近くを経て､ 14世紀末にフランスに伝わる｡ そうし
て紙が作られるようになってから､ 50年ほどして､ あのグーテンベルクの印










では､ 見て分かるものが効果的である｡ 『ノートル＝ダム・ド・パリ』 で､ 教
会それ自体が ｢書物｣ だったとヴィクトル・ユゴーが言うのとおなじような
















である｡ たとえば､ 本の表紙から見つかった例が報告されている｡ 昔は､ 紙
は作れても､ ハードカバーの本の表紙のような厚紙・ボール紙は作れなかっ
た｡ しかし､ ちゃんとした本にするには厚紙がいる｡ それを作るには､ 薄い
紙を何枚ものり付けして叩いて固めた｡ そういう古い書物を修復するさいに
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では､ 具体的にどんな版画があったのか？ 大別すれば､ 宗教的な図像と
世俗的なものである｡ 宗教的な題材は 『聖書』 や聖人伝として名高い 『黄金
伝説』 からとられたものが多い｡ 後者からは､ ほとんど伝説上の架空の人物
とも思われる ｢歓待者聖ユリアヌス｣ (聖ジュリアン) も描かれる｡ 字の読







ある｡ もちろん､ 十字架上のイエスの画像は､ 見飽きるほどある｡ しかし､
多くの場合十字架上のイエスと､ あと足もとに数名の人物がいるだけで､ 画















吏の提灯､ 暁の星､ 雄鶏､ マルコの耳､ ポンテオ・ピラトの水差し､ 十字架
降下のための梯子､ イエスの頬を打った手首､ ユダがイエスを売って手に入
れた銀貨30枚､ ユダの接吻､ つばを吐く頭､ ヴェロニカの布､ 十字架降下後､
イエスの衣服をどちらがとるかで見張り番たちが賭けたサイコロその他が描
き込まれる｡ これは古い形を伝えるもので､ パリのクリュニー美術館にある
板絵 (図２) にはその面影がはっきりと見られる｡ それぞれの受難具には時
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図 1) イエスの磔刑図 (カーン)
系列的な配慮も論理もないまま並置されているだけである｡
ところが､ ルネサンスを経たのち､ こういう受難具はわずかのものを残し
て画面から消えて行く｡ 要するに､ 絵画は､ イエスという存在を前面に据え､
足下に人物を配し､ より人間的でドラマチックな群像図として表現していく
ことになる｡ その機能は､ 磔刑のイエスという中心への集中度を高め､ 精神
性､ 離俗性､ あるいは神秘性を増大させることである｡ しかし､ 民衆版画の
方は､ 19世紀になってもまだ､ 昔のままにこういう受難具を描き続けていく｡
まるで受難具こそが重要だと言わんばかりである｡ そのせいもあるのか､ 図





さて､ イエスの受難以外では､ マリアをはじめ､ 諸聖人が題材となる｡ 何
らかの災い防止､ 言い換えれば御利益にかかわるお守りのようなものがある｡






の役割を担う｡ たとえば､ 交通安全なら聖クリストフである｡ これは旅の守
護聖人で､ 川の渡し場に建てられていた｡ 寺院の入り口にもあり､ ミサが終
わって帰途につく信者は安全を祈ってその像にさわったそうである｡ パリの
ノートル＝ダム大聖堂の前にも立っていたと言われている｡







一方､ 世俗的な図像では､ おそらくいちばん有名なものの一つが ｢さまよ




ヘスの短編 ｢不死の人｣ はこのユダヤ人を表している｡ 日本に来たこの人物





イエスがカルヴァリオの丘 (処刑場) へ十字架をかついで行くとき､ ある
靴屋の前で水を飲ませてほしいと言う｡ (靴屋は画面の右上に描かれている｡)
すると､ 靴屋は､ お前に飲ませるような水などあるか､ とっとと歩いて行け､
と怒鳴る｡ イエスは､ その靴屋に､ いまお前が言った通りに､ ｢お前はこれ
から永遠に歩きつづけることになるだろう｣ と言い､ 靴屋はその通りに ｢さ
まよう｣ 男となる､ というものである｡
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この死なないユダヤ人､ 1000年､ 1500年､ さらにはそれ以上も､ 世界をさ
まよい続けているユダヤ人は､ まだ迷信が生きていた時代には､ 長い間実在
すると信じられていた｡ イエスを侮辱したこのユダヤ人が､ なぜもてはやさ











なって､ アメリカのメイヤー・シャピロが指摘した｡ １枚目 (図３) が全体
像だが､ 図 4) はそれを部分的に拡大したものである｡ 右隅に３人の男がい
る｡ これを使って､ クールベは 図 5) を描いた｡ 一般には ｢クールベさん､
こんにちは｣ と呼ばれている作品である｡ 右の髭を伸ばした人物が画家本人
中 谷 拓 士10







図 5) G. クールベ ｢出会い｣
図 6) クレディは死んだ (エピナル)
次に､ 居酒屋に貼られた ｢クレディは死んだ｣ (est mort) を挙げ
る｡ なぜ居酒屋かというと､ これが現金払いを要求しているからである｡ ク




とだから､ 題名自体にひねりがきいている｡ だからこそ､ 左下の隅っこで､
財布をくわえたガチョウの台詞がさらに効果を増す｡ Mon oie [＝monnoye]
fait toutという台詞は､ ｢おれのガチョウ｣ という語 (mon oie) を貨幣の古
形であるモネ､ 英語で言えばマネーに引っかけてある｡ 逐語的に訳せば､
｢俺の鵞鳥は何でもする｣ ということだが､ 要するに ｢金がすべて｣ という
ことである｡ ツケでなく現金払いという要求は､ 時代的に考えて､ 経済学的
にも面白い現象のようである｡




さしたる脈絡もなく版画を並べているが､ つぎは ｢奇蹟の風車｣ である｡
図柄は多様で､ 女の頭 (つまり顔) を槌
つち
で鍛え直す鍛冶屋のようなものから





の版画は ｢リュスチュクリュ｣ (Lustucru) という別名をもつが､ この呼び
名は､ 現在でもレトルト食品名で使われている｡ どうやら発音を一語に約め
たもので､ L’eusses-tu cru?ではないかと言われている｡ つまり､ ｢こんなこ
と信じられるか？｣ ということである｡ きわめて民衆版画らしい命名だと言
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えるだろう｡
















いが魅力的な作品である｡ 娘の船頭に､ 愛の島へ行こうと男が呼びかけ､ 島
に渡ると今度は娘の方がもっとここにいたいと言うものである｡
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図 7) 金の悪魔 (カンブレ)
誰にでも快楽への志向はあり､ どこかで憧れもある｡ しかし､ この版画に
はそうした欲望を提示して楽しませながら､ 同時に､ 最初の ｢歌｣ のあとに
二つめの歌が来て､ そこでは､ ｢燃えるような情熱が支配する｣ 島には､ 薔
薇がいっぱい咲き乱れているが､ 薔薇にはトゲがあり､ それは目に見えない｡
だからこの ｢悦楽の岸辺から立ち去れ｣ というような､ いわば教訓が書き添
えられている｡





なるのがふつうで､ 言ってみれば ｢恐いもの見たさ｣ の ｢恐い｣ と ｢見たい｣
という反対感情をふたつながらに提示することが多い｡ 宗教的な受難図であ
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図 8) 娘船頭あるいは愛の島への旅 (エピナル)
時代を経て､ 民衆版画は伝説的なものから歴史的なもの､ 具体的にはナポ
レオンもの､ さまざまな軍服もの､ さらには実際に起こった事件､ とりわけ







ている｡ アナトール・フランスの自伝的な 『プチ・ピエール』 という作品の
中では､ マラケ河岸の版画屋に陳列された版画が ｢驚きと感嘆でわたしを満
たした｣ と書かれており､ ｢とりわけ｣ と言って､ 最初に挙げられるのがこ
のジョルジャン作の版画である｡









時事的なものの一例を挙げれば ｢1810年の新兵｣ がある｡ 19世紀の嘆き節
と言われるもので､ テーマはくじに当たって兵隊に行かねばならない若者の
・・
嘆きの歌である｡ これは楽譜､ 歌詞つきのものの一種で､ 行商人はバイオリ
ンを弾きながら､ 歌唱指導をして版画を売ったりもした｡ 曲はよく知られた
ものを用いているので､ いわば替え歌である｡ ともあれ､ 世俗的なテーマの
版画は子供向けの切り抜き絵など､ 時代を追うにつれ多岐にわたって行く｡

フランスでは1816年に ｢フュアルデス事件｣ なるものがあった｡ 元帝国検
事のフュアルデスが喉をき切られて川に浮いていたという殺人事件である｡
『メデューズ号の筏』 を描き､ 若くして亡くなった天才画家のテオドール・
ジェリコーも､ これを題材にして絵を描こうと思い､ ３､ ４枚スケッチを残
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図10) ピラミッドの戦い (エピナル)





でストレートそのものであり､ 自分の思うように､ 自由に､ 対象の核心だけ
をわしづかみにする野蛮さにある｡ それをレアリスムが重視した ｢素朴さ｣
() という言葉でまとめるのは容易いが､ その内実はさまざまな点で､
それ以降の美術に浸潤して行くことになる｡ ともあれ､ 素朴さは ｢作り上げ
ないこと｣ ｢平明であること｣ ｢約束事にとらわれないこと｣ から来る｡ その































画手法も､ それはそれで一つの ｢見方にすぎない｣ ということが自覚されて
きたということである｡
したがって､ この野蛮とも言える素朴さの方は､ 人間の､ 何かしら根源的
な基層に触れていたようにも思う｡ それは､ ｢恐い｣ より ｢見たい｣ 側にふ
れた方に､ つまり社会的な枠をはみ出す側に､ 人間の本能を呼び起こす ｢自
然｣ のようなもの､ あるいはまた､ 混沌としていてどう切り分けていいかわ
からないようなカオス状のもの､ 神秘的で､ 不思議で､ 原始的､ 野性的で､
なにかエネルギーを与えてくれそうなもの､ そうしたものに直接つながって






塗りと言い換えてもよい｡ これがエドアール・マネの 『草上の昼餐』 『オラ

















化する位置にあるとすれば､ 平塗りのありかたは､ 旧来の立体感を崩し､ 抽
象絵画の現代にまで繋がっていると言えるかもしれない｡










いはさらに､ 岡本太郎が縄文式土器に見出したもの､ そういう要素を､ 少な
くとも初期の民衆版画は持っていたと言えるのではないかとわたしは考えて
いる｡
こんな風に､ 芸術のかたわらに､ 基層として､ 芸術とみなされないものが､
芸術とみなされなかったがゆえに､ 時代を超え､ 連綿と続いてきた｡ それを
支えてきたものを､ とりあえずは ｢民衆的 populaire｣ という言葉で言い表













付記１ 邦文の文献はほとんどが筆者によるものゆえ､ 紙幅の関係もあり割愛し､ 引用箇
所以外は煩瑣な注もつけなかった｡ 用いた図像は､ 図 1) が文献中にある Garnier Nicole
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から借用｡ 図 2) は筆者による写真､ 図 3) 4) (筆者所蔵のオリジナル)､ 6) 8) はエピナ
ルの復刻版 (筆者所蔵)､ 図 7) は P.から､図11) は Joseph-	
Toulouse-
Lautrec, fernand hazan 
1975の図版から､ 図 9) 10) は筆者所蔵のオリジナルと
復刻版､ 図12) はJacqueminによるカタログからの借用である｡
付記２ 民衆版画には著作権の観念がなかった｡ 版木の売買もなされたが､ 売れる物が他
所で出れば､ 何のためらいもなく模倣した｡ そのため､ 異なる場所で､ 似たような図柄
が見られるのは不自然ではない｡ たとえば､ 図 3) の ｢さまよえるユダヤ人｣ には出版
地の記載がないが､ ほぼこれと同じもので､ 技法的にも勝ったものがオルレアン､ ル・








になるので､ 付記で済ませることにした｡ まず､ カラーでないと彩色に関わる視覚的な
要素が欠落するので､ 残念ながら図柄の形態だけしか問題にならない｡ 色数もわからな
ければ､ 顔が白抜きであることも示せない｡ それは読み手の想像力にまかせるしかない
が､ それ以外のことで付け加えておくと､ 全般に言えるのは､ カラーの場合､ 図版自体
がもっと鮮明であることである｡ 細かい点で言うと､ 図 6) では､ 青色が画家の上着､
音楽家のズボン､ 軍人の上着と､ Ｖ字型の配色になっているのに対し､ 赤色は殺された
クレディ氏の上着､ 音楽家の上着､ 軍人のズボンとＶ字を上下逆さまにした配色になっ
ている｡ ガチョウの体は緑である｡ 図 9) では､ 軍服の上着がブルー､ 多くの人物のズ
ボンは白である｡ 図13) の肖像では､ 帽子とマントが黒､ マフラーは赤､ 顔と文字 (上
から BRUANTまで) が白抜きで dans son cabaretが黄色ないしオレンジ色｡ 図12) の
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